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1. Lagrange微分と Euler微分は以下の式で関連付けられる。
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これより、式 1から式 2を導け。必要であれば連続の式を使ってよい。
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2. 　式 3から式 4を導け。
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ここで、温度 T、圧力 P、密度 ρ、比熱比 γ = Cp/Cv、定圧比熱 Cp、定積比熱 Cv、気体定

数 R、平均分子量 µである。また、状態方程式は次の通り。
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3. 　式 5、6、7から式 8、9を導け。
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